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データからみる地域のつながりの現状と地域福祉への期待 

 
調査の概要と回答者の属性 

調査の概要 

 平成 24 年 9 月 1 日現在、松阪市にお住まいの 15 歳以上の方のうち、2,500 人の

方を無作為に抽出し、アンケート調査を行いました。有効回収率は、38.7％（967
人）でした。 
※抽出方法 

次の①～③の条件の各対象者の人口分布の割合に応じて抽出。 
①地理的条件…43 の住民協議会別 
②年齢条件 …15 歳～19 歳、20 歳～29 歳、30 歳～39 歳、40 歳～49 歳、 

50 歳～59 歳、60 歳～69 歳、70 歳以上 
③性別条件 …男・女 

回答者の属性 

 回答者のうち、男性は 391 名（40.4％）、女性が 576 名（59.6％）であった（無回

答 47）。 
 年齢別では、１５歳～２９歳の若年層で回答が少なく、反対に６０歳以上の回答

が多かった。 
 地域別では、４３の住民協議会の人口分布の割合と概ね同じ割合で回答があった。 
 家族形態は、単身世帯（78 件、8.1％）、同居家族がいる割合が 91.9％であった（無

回答 50）。 
 職業は、無職（28.2％）、専業主婦（15.2％）、派遣・パート・アルバイト（15.4％）、

自営業（11％）の割合が比較的高く、回答者に占める勤労者（会社員、管理職、

公務員、会社役員、団体職員）などの割合が少ない傾向にあった。 
 
 
第 1 節 自治会活動・住民協議会の活動への参加の現状 

 
 地域活動の最も基礎的な単位となるのは、自治会・町内会ですが、自治会・町内

会に加入している人の割合は多いものの、活動に参加していないという人(17.3％)
や年に数回程度の参加しかしていない人(61.8％)の割合が多いという特徴があり

ます。 
  



  

6|  
 

データ 自治会加入率は高い 

 
 

データ 自治会には加入していても活動に参加する人の割合は少ない 

 
 

参考 全国データとの比較 

 自治会・町内会の加入率は、全国的に見て 90％以上が 66.2％、70％以上 90％未満

が 21.0％、50％以上 70％未満が 7.7％、50％以下が 5.1％となっています（総務省「地

縁による団体の認可事務状況等に関する調査」（2003 年））。アンケートでみる限り、

松阪市でも高い加入率が維持されているといえます。また、内閣府「国民生活選好度

調査」（2007 年）と比較すると、自治会活動に参加する人の割合も低いとはいえませ

ん（同調査では、「参加していない」が 51.5％なのに対し、松阪市では 17.3％）。 
  

加入している, 

90.8

加入していない

9.2

活動には参加

していない, 

17.3

年に数回程度, 

61.8

月に1日程

度, 17.4

週に1日以

上, 3.4
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 住民協議会は全地区に設立されたが、まだまだその認知度は高いとはいえません

(「知らなかった」とする人が 40.2％)。また、住民協議会の活動に参加したこと

のある人の割合も 20％弱であり、住民協議会の活動により多くの市民が参加でき

るような工夫をしていく必要があるといえます。 
 

データ 住民協議会の認知はまだまだ低い（知らなかったという人が 40％） 

 
 

データ 住民協議会活動に参加したことがある人は 20％程度 

 
 
第 2 節 NPO 活動などへの参加の現状 

 
  NPO 等のボランティア・市民活動に参加しているとした割合は、24.6％と低い

とはいえませんが、参加頻度を見ると「年に数回程度」とする人が 6 割以上であ

り(63.5％)、参加頻度は多いとはいえません。 

知っていた, 

31.2

聞いたことは

あった, 28.6

知らなかった, 

40.2

参加したことが

ある, 19.3

参加したことは

ない, 80.7
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データ 5 人に一人は NPO 等のボランティア・市民活動に参加している 

 
 

データ NPO やボランティア活動への活動頻度は多いとはいえない 

 
 
参考 全国データとの比較 

 内閣府「国民選好度調査」（2007 年）によれば、「NPO などのボランティア・市民

活動への参加頻度」は、「参加していない」が 81.3％となっており、松阪市では NPO
やボランティア・市民活動に参加している人の割合が比較的高いといえます。 
  

参加している, 

24.6

参加していな

い, 75.4

年に数回程度, 

63.5

月に1日程度, 

22.0

週に1日程度, 

10.8

週に2～3日以

上, 3.7
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第 3 節 松阪市におけるご近所づきあいの現状 

 
 望ましい近所の付き合い方として、「住民すべてで困った時にお互い助け合う」こ

とが必要であると感じている割合は、40.5％であり、「気の合う住民の間で助け合

う」をあわせると 65％の人が地域でお互いに助け合うことが必要であると感じて

います。このことから、多くの住民は地域での助け合いの必要性について認識し

ているといえます。 
 

データ 望ましい近所との付き合い方として「住民すべてで困った時にお互い助け合

う」(40.5％)と「気の合う住民の間で助け合う」(24.5％)という人の割合は、65％で

多くの人はお互いに助け合う必要性を感じている。 

 

 
 
参考 全国データとの比較 

 内閣府「社会意識に関する世論調査」（2004 年）によると、「地域での望ましい付

き合い」は、「住民すべてで困ったときに助け合う」（36.7％）、気の合う住民の間で

困ったときに助け合う」（25.8％）で、その合計は 62.5％でした。困ったときに助け

合うことが必要だと考える人は、松阪市とほぼ同じ割合です。 
 

 一方、助け合いの実態を見ると「お互いに相談したり、生活面で協力し合ってい

る人」が「いない」と回答する人が 34.7％、「日常的な立ち話程度の付き合いをす

る人」も「いない」という人が 13.3％、さらに「あいさつ程度の最小限の付き合

住民すべてで困っ

た時にお互いに助

け合う, 40.5

気の合う住民の間

で困った時に助け

合う, 24.5

困った時に助け合うこ

とまではしなくても、住

民みんなで行事や催

しに参加する, 13.4

困った時に助け合うこ

とまではしなくても、住

民の間で世間話や立

ち話をする, 5.5

困った時に助け合うま

ではしなくても、住民

の間であいさつを交わ

す, 11.3

地域での付き合いは

必要ない, 1.0



 

 

いの人」すらいない人も

いといえます。 
 しかし、見方を変えればそれ

しながら暮らしていることも

 
データ 「相談したり、生活面で協力したりする人」は、「いない」が

常的に立ち話程度の付き合い」もない人が

 

参考 全国データとの比較 

 内閣府「国民選好度調査」（

は、65.7％と松阪市よりもはるかに高くなっています。また、日常的に立ち話程度の

付き合いの人がいない割合は

ており、全国と比較した場合には、松阪市は近所づきあいが残っているといえるでし

ょう。 
 
どのような人が孤立するリスクが高いのか

 「相談したり、生活面で協力したりする人」が

が短く、年齢も低い人が多く、

方が「いない」とする人の割合が

くに当たっては、居住年数が短く、若い世代を積極的に取り込んでいくための

単身者が参加できるような工夫をしていく必要があるといえます

  

お互いに相談したり、生活面で協力し合っ

ている人

日常的に立ち話程度の付き合いの人

あいさつ程度の最小限の付き合いの人

お互いに相談したり、生活面

で協力し合っている人

いない 34.7

1人～5人 56.1

6人～10人 6.9

11人以上 2.2

いない
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いの人」すらいない人も 3.8％います。こうした人は地域から孤立するリスクが高

しかし、見方を変えればそれ以外の多くの人が近所の人と一定の付き合いを維持

しながら暮らしていることもうかがえます。 

「相談したり、生活面で協力したりする人」は、「いない」が

常的に立ち話程度の付き合い」もない人が 13.3％。 

 

内閣府「国民選好度調査」（2007 年）によれば、「生活面で協力し合う人がない人」

％と松阪市よりもはるかに高くなっています。また、日常的に立ち話程度の

付き合いの人がいない割合は 33.3％、あいさつ程度の人もいない人は、

ており、全国と比較した場合には、松阪市は近所づきあいが残っているといえるでし

どのような人が孤立するリスクが高いのか 

「相談したり、生活面で協力したりする人」が「いない」と答えた人は、居住年数

多く、また、男女差はほとんど見られないものの、単身者の

「いない」とする人の割合が高いといえます。今後、地域福祉活動を推進してい

くに当たっては、居住年数が短く、若い世代を積極的に取り込んでいくための

単身者が参加できるような工夫をしていく必要があるといえます。

34.7

13.3

3.8

56.1

56.8

41.3 24.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

お互いに相談したり、生活面で協力し合っ

日常的に立ち話程度の付き合いの人

あいさつ程度の最小限の付き合いの人

お互いに相談したり、生活面

で協力し合っている人

日常的に立ち話程度の付き

合いの人

あいさつ程度の最小限の付

き合いの人

13.3

56.8 41.3

19.1 24.2

10.9 30.7

いない 1人から5人 6人～10人

  

こうした人は地域から孤立するリスクが高

近所の人と一定の付き合いを維持

「相談したり、生活面で協力したりする人」は、「いない」が 34.7％、「日

 

）によれば、「生活面で協力し合う人がない人」

％と松阪市よりもはるかに高くなっています。また、日常的に立ち話程度の

％、あいさつ程度の人もいない人は、13.1％となっ

ており、全国と比較した場合には、松阪市は近所づきあいが残っているといえるでし

「いない」と答えた人は、居住年数

また、男女差はほとんど見られないものの、単身者の

今後、地域福祉活動を推進してい

くに当たっては、居住年数が短く、若い世代を積極的に取り込んでいくための工夫や、

。 

6.9

19.1

2.2

10.9

30.7

80% 90% 100%

あいさつ程度の最小限の付

き合いの人

3.8

41.3

24.2

30.7

11人以上



 

 

データ 「いない」とする人は平均年齢が低い。

 
第 4 節 市民の地域への思い

  
 地域への愛着を示す尺度について質問したところ、「地域は大切だと思う」につい

て「当てはまる」「まあまあ当てはまる」と答えた人は、

民は地域が大切だと認識しています。また、「地域は住みやすいと思う」とする割

合も 80.8％と多くの人が、今住んでいる地域を

す。 
 しかし、「自分のまちだという気がする」「地域に自分の居場所がある気がする」

について「あてはまる」とした人の割合は概して低く、「地域にいつまでも変わっ

てほしくないものがある」、「地域に気に入った場所がある」とする人の割合も「あ

てはまる」とする回答が低い傾向にありました。

 「地域が好きだ」「地域に愛着を感じている」とする人も「あてはまる」と答えた

人はともに 3 割程度と高いとはいえませんでした。

 こうした人が地域活動などに積極的に参加し、地域に居場所を見つけ、自分のま

ちであるという感覚を持つこと、結果として地域に愛

っていくという循環を作り出していく必要があるといえます。

  

44.8
54.3

44.8
49.1

いない

お互いに相談したり、生活面で協力しあっている人

日常的に立ち話程度の付き合いの人

あいさつ程度の最小限の付き合いの人

年齢
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「いない」とする人は平均年齢が低い。 

市民の地域への思い 

地域への愛着を示す尺度について質問したところ、「地域は大切だと思う」につい

て「当てはまる」「まあまあ当てはまる」と答えた人は、84.7％であり、多くの市

民は地域が大切だと認識しています。また、「地域は住みやすいと思う」とする割

％と多くの人が、今住んでいる地域を住みやすい地域だと認識していま

しかし、「自分のまちだという気がする」「地域に自分の居場所がある気がする」

について「あてはまる」とした人の割合は概して低く、「地域にいつまでも変わっ

てほしくないものがある」、「地域に気に入った場所がある」とする人の割合も「あ

てはまる」とする回答が低い傾向にありました。 
「地域が好きだ」「地域に愛着を感じている」とする人も「あてはまる」と答えた

割程度と高いとはいえませんでした。 
こうした人が地域活動などに積極的に参加し、地域に居場所を見つけ、自分のま

ちであるという感覚を持つこと、結果として地域に愛着を感じ、地域を好きにな

っていくという循環を作り出していく必要があるといえます。

54.3
60.9 63.3

54.3
60.9

51.8 55.2

1人～5人 6人～10人 11

お互いに相談したり、生活面で協力しあっている人

日常的に立ち話程度の付き合いの人

あいさつ程度の最小限の付き合いの人

  

 

地域への愛着を示す尺度について質問したところ、「地域は大切だと思う」につい

％であり、多くの市

民は地域が大切だと認識しています。また、「地域は住みやすいと思う」とする割

地域だと認識していま

しかし、「自分のまちだという気がする」「地域に自分の居場所がある気がする」

について「あてはまる」とした人の割合は概して低く、「地域にいつまでも変わっ

てほしくないものがある」、「地域に気に入った場所がある」とする人の割合も「あ

「地域が好きだ」「地域に愛着を感じている」とする人も「あてはまる」と答えた

こうした人が地域活動などに積極的に参加し、地域に居場所を見つけ、自分のま

着を感じ、地域を好きにな

っていくという循環を作り出していく必要があるといえます。 

63.3
59.2

11人以上
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データ 「地域は大切だと思う」人は多いが、実際に地域に溶け込めていない人も多

い。 

 
 
第 5 節 住民協議会の活動への期待 

  
市民の皆さんは、住民協議会にどのような活動を期待しているのでしょうか。 

 市民が住民協議会に期待する活動で最も大きいのは、「災害が起きた時に援護を必

要とする人の把握」(42.4％が「とても重要だと思う」と回答)でした。「とても重

要だと思う」とする割合でみると、「通学路などの子どもの見守り」、「高齢者の見

守り活動(安否確認など)」、「防犯パトロールなどの防犯に関する活動」であり、災

害時、平時にかかわらず防災、防犯に対する住民の関心が非常に高いことがわか

ります。 
 一方、いわゆる生活支援サービス（軽作業やごみ出しなどの手伝い、移送、買い

物支援、配食、高齢者や子育てサロン）についても、「重要である」とする割合は

高く、住民の関心が高いことがうかがえます。 
 学習や人材養成については、こうした実際の活動よりも重要であるとする割合は

低く、「どちらともいえない」という回答が増える傾向にありました。 
  

41.6

19.3

30.1

26.1

29.1

28.4

49.2

31.4

24.5

27.7

33.4

28.0

39.2

27.2

33.9

36.8

33.1

37.4

35.5

31.0

29.2

29.7

26.0

23.1

13.5

32.2

26.1

26.2

28.3

24.0

12.7

29.0

33.8

29.2

28.8

35.8

3.8

9.9

5.4

6.5

5.8

5.8

1.9

4.7

7.1

7.0

6.3

5.2

1.9

11.5

4.4

4.4

3.8

4.4

0.7

3.8

5.4

6.4

5.5

8.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地域は住みやすいと思う

地域に気に入った場所がある

地域を歩くのは気持ちよい

地域の雰囲気や土地柄が気に入っている

地域が好きだ

地域ではリラックスできる

地域は大切だと思う

地域に愛着を感じている

地域に自分の居場所がある気がする

地域は自分のまちだという感じがする

地域にずっと住み続けたい

地域にいつまでも変わってほしくないものがある

あてはまる まあまああてはまる どちらもともいえない どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

あてはまる まあまああてはまる どちらともいえない
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データ 防災・防犯活動への期待が高く、生活支援サービスも重要であると考える人

の割合が大きい。 

 
  

36.1

41.8

17.4

17.0

16.3

17.2

15.7

15.7

24.2

42.4

9.8

8.9

7.3

7.4

8.6

51.5

49.2

48.8

49.5

46.9

53.1

55.1

55.1

55.5

48.6

44.8

41.1

39.9

37.2

39.9

9.2

5.7

27.6

26.8

29.7

23.4

24.7

24.7

15.9

7.1

39.4

42.8

44.9

46.5

42.4

1.3

1.9

3.9

4.2

4.6

4.6

2.5

2.5

2.7

0.8

4.3

5.8

5.8

6.8

6.4

1.9

1.5

2.3

2.5

2.5

1.7

2.1

2.1

1.7

1.1

1.8

1.4

2.1

2.1

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高齢者の見守り活動(安否確認など）

通学路などの子どもの見守り

高齢者サロン（宅老所）

子育てサロン

配食サービス

買い物支援サービス

移送サービス

軽作業やゴミ出しなどの困りごとを住民同士で手伝う活動

防犯パトロールなどの防犯に関する活動

災害が起きた時に援護を必要とする人の把握

住民自らが福祉に関して学ぶ機会を作る活動

活動している住民が専門的な知識を学ぶための活動

住民が福祉について話し合う場を作る活動

地域でボランティアを養成するための活動

地域で福祉リーダーとして活躍する人材を養成するための活

動

とても重要だと思う 重要だと思う どちらともいえない あまり重要だとは思わない 重要だとは思わない

とても重要だと思う 重要だと思う どちらともいえない
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第 6 節 社会福祉協議会への期待 

 

 社会福祉協議会を「知っていた」とする人は 38.9％、知らなかった人は 3 割弱。 
 社会福祉協議会に期待する活動としては、どの項目でも「とても重要だと思う」「重

要だと思う」を合わせた割合が、5 割を超えています。 
 なかでも、「福祉の専門職員」の充実や「困っている人と助けることができる人と

の調整を図る人材の配置」など困っている人に対する専門的な支援への期待が大

きい傾向にありました。 
 

データ 社会福祉協議会を知らなかった人は 3 割弱。 

 
データ 社会福祉協議会活動に期待することは、学習活動や人材育成。 
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地域の福祉活動の意義と重要性をもっとPRする

地域の福祉活動の活動費・運営費などの資金的な援助を行う

地域の福祉活動の相談・指導を行う

リーダーや福祉活動に携わる人材を育成する

福祉の専門職員を充実させる

困っている人と助けることのできる人との調整を図る人材を配

置する

介護やボランティア活動の方法に関する研修を行う

困っている人の情報を得やすくし、共有できるようにする

地域でのボランティア活動の拠点となる場を整備する

学校や地域での福祉について学ぶ活動を充実させる。

とても重要だと思う 重要だと思う どちらともいえない あまり重要だとは思わない 重要だとは思わない

とても重要だと思う 重要だと思う どちらともいえない


